青山荘　　フェイスシート

　　　　　平成19年　11月　26日　担当：山口

	入　所　者
	氏　名　　清川　厚子　　　様　　　　　男・女　　　　昭和29年　6月　12日生（53歳）

	
	住　所　〒039-1101八戸市大字尻内町河原51-3　　　　　　　電話　0178-23-3447　　

	
	病　　名
	知的障害（IQ63）
	合　併　症
	　　　　　糖尿病

	
	発症時期
	昭和29年6月（生来性）
	罹 患 期 間
	約53年

	
	入院回数
	　　　6回　　
	延べ入院年数
	　　　　約1年6ヶ月　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	水曜日（週　1　回）

	医療区分
	国保（扶養）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	有・無

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未申請
	負担上限月額
	
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	青山荘・青南病院デイケア

	住まいの場
	青山荘

	入所年月日
	Ｈ19年　5月　6日
	身長
	146cm
	体重
	51kg

	最終学歴
	三条中学校（普通学級）
	免許・資格
	なし

	職　歴
	苫米地煎餅店（煎餅の生産作業一部）　　　　　　　　S46年～（3年程）

東京ドレス（クリーニング作業・ドレス製作一部）　　S49年～（4年程）

みかん工場（静岡県）（みかん缶詰仕分け作業）　　　 S53年～（3年程）
	

	保　護　者
	氏　　名　　清川　良一　　　様　　　　　　　続柄　　夫　　（同居・否）

	入所目的

「適切な食事を摂取できる」「入浴や整容を規則的に行うことができる」など、生活リズムの確立を図っていく。

	入院・治療歴

①昭和56年1月29日　　～　　昭和56年2月27日　　　入院　　　八戸赤十字病院

②平成4年5月11日　　 ～　　平成4年7月11日　　　 入院　　　八戸赤十字病院

③平成16年1月19日　　～　　平成16年4月30日　　　入院　　　青南病院

④平成17年1月19日　　～　　平成17年3月20日　　　入院　　　青南病院

⑤平成17年7月12日　　～　　平成18年2月26日　　　入院　　　青南病院

⑥平成19年1月23日　　～　　平成19年5月5日　 　　入院　　　青南病院

	

	生活歴

S29八戸市にて同胞3名の末子として出生。生来精神遅滞であり、中学校卒業後就職し、10年ほどの間、職業を転々とする。S56.1.23痔の手術の為、八戸赤十字病院へ入院するが入院時に不眠・人物誤認・希死念慮等が出現し、同月29日に精神科に転科（S56.1.29～S56.2.27）。S63現在の夫と結婚。しかし、殆ど家事を行わず、家でテレビを見たり、カラオケへ出かけたりしていた。八戸赤十字病院退院後、自宅で生活していたが、不眠・拒否・独語・排尿困難が出現し2回の入退院を繰り返す。H16年1月、不眠・緘黙・疎通不慮で八戸赤十字病院受診するが、改善が見られず青南病院を紹介され入院となる。その後、訪問看護を利用しながら青南病院デイケアへ通所。しかし、何かと理由をつけてデイケア通所を拒否する。また、怠薬傾向にあり、特に下剤に対しての拒否があり、重度の便秘となる。外来受診時腸閉塞の危険性が高いことと、生活リズムに乱れがあることを理由にH17.7.12青南病院入院。入院加療により腹部症状は改善し、H18.2.26退院、青山荘入所となる。

青山荘入所後は忘薬が序々に改善され、服薬は確立されたものの、活動全般に対する拒否や、金銭・外出泊等の欲求の訴えが多く、欲求不満により無断外出をすることもあった。また、起床を促した職員に対しての粗暴行為が出現。主治医より注意を受けるが一時的な改善は見られるものの、その後も活動に対する拒否は続き、再度職員に対する粗暴行為・他利用者に対する攻撃的言動が出現。H19.1.23青南病院外来受診拒否するも、職員同行にて受診を行い、青南病院医療保護入院となる。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

夫が保護者で、尻内町にある自宅に1人で生活。毎週日曜日に来荘され、本人に小遣い(5000円)を手渡している。来所時には、青山荘職員からその都度荘内の生活に関して情報提供を行っている。

父は20年以上前に亡くなり、母は、週2回高齢者デイサービスを利用。兄（次男）と同居している。

　




平成　19年 11月 26日（月）

	氏　名
	清川　　厚子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　29年　6月　12日（53歳）


	長期・短期目標

	長期目標：規則正しい生活リズムを確立し、身の回りの事（掃除・洗濯・入浴）を定期的に行う。

短期目標：10時までにデイケアへ到着する。


	これまでの経過（前回評価日　H 19 年 9 月 17 日）

	<青山荘の生活について>

　　朝は7時30分以降に起床し、ごはんを食べるとすぐ自室に戻り布団に横になっている。朝の日課（体操・掃除）時間に声かけするも参加せず、デイケア通所時間になるまで起きることはなく、職員の促しで10時過ぎにデイケアへ通所する状態。毎週土・日は自炊（自炊代は2日間で1,000円と決めている）としているが、1,000円では少ないと訴えるため、朝の掃除を毎日行えば自炊代として使えるお金を増やしても良いことを伝えると「じゃあ我慢する。朝が苦手だから私には掃除できないもん。」と答え、朝の日課を行うことはない。

　　自室の掃除・洗濯は週1～2回（水・土）、入浴は週3回、職員促しで行っている。入浴に関して、職員促しにも適当な理由をつけたり無視して就床することが度々あるため、入浴日には、おやつと引き換えに就床前薬を預かり、入浴したことを確認後、職員が就床前薬を本人に渡すこととしている。その後は手で髪に水をつけ服の上からパジャマを着て「入浴しました」とうそをつくことがあったものの、週3回の入浴は守られている。

　　夫からは小遣いとして毎週5千円もらっているが、週末の残金が1,000円以下になると「足りなくなりそうで不安だ」と、決められた金額以上の小遣いを夫にしつこく迫ることがあり、その都度職員が制止し、夫も本人の要求を受け入れることは無い。

他者交流は積極的だが自己中心的な行動が目立ち、断りなく食事当番をさぼったり、自主活動の書記係であるが役員の話し合いに参加せず自室で寝ていたり、また他者がテレビを見ようとすると「頭が痛いからテレビつけないで」と言い、自室で休むよう伝えるも拒否することがあり、職員が介入している。

<デイケア通所について>

　　本人の希望で9月下旬から青山荘・デイケア・本人の三者間で連絡ノートを始めている。デイケア通所時に本人がノートを持参し、青山荘・デイケアでの本人の様子、本人の感想をそれぞれ記入している。連絡ノートを始めてからはデイケア欠席日数は徐々に減り、通所率は30～40％から80％台に変化。これについて本人は、「ノートを持っていくとミーティングに出なくていいからいいんだよ。ミーティング嫌いだから」と話す。プログラムについて、興味のあるプログラムには積極的に参加・発言するが、興味がないものや参加したくないプログラム（特に運動プログラム）の場合は参加拒否または途中でプログラムを抜け出し編み物を行っている。デイケアについて本人は「編み物や勉強のプログラムはスタッフがほめてくれるから楽しいけど、運動プログラムは嫌い」とのこと。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	日課（体操・掃除）に取り組む意思がない。
	· 皆と同じ時間に行わない代わりに、デイケア終了後など、時間をずらし個別に取り組んでもらう。

· 朝食を食べた後、部屋に戻らずそのままホールにとどまってもらう工夫をする。（自室に鍵をかける等）
	　2ヶ月

	身の回りのこと（掃除、洗濯、入浴）は職員の促しがなければ行わない。
	· 自室の掃除・洗濯・入浴は定期的に行ってもらうよう、曜日や回数を決めて職員が促し、習慣づける。

· 外出前には必ず掃除・洗濯・入浴を済ませてから出かけることに決め、出来ない場合は外出を制限するなど、本人の要求を通す前に条件を設け、やるべきことをした後に本人の要求を通す。
	2ヶ月

	自己中心的な行動

(周りのことを考えて行動することが出来ない。)
	· 責任感のない行動に対しては、周りが迷惑していることをはっきり伝え、注意する。

· 注意に従わなければ、その時は必要以上の介入はやめ、後で面談を通して自分の行為を振り返ってもらう。
	2ヶ月





母（84）
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夫（55）電気工事士





本人（52）
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次男（54）





長男（57）群馬県在住








